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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当社及び連結子会社（以下、「当企業集団」という。）の当第３四半期連結累計期間の業績につきま

しては、金融関連部門におけるシステム構築や産業関連部門におけるシステム機器販売が増加したこと

を主因として、売上高は15,452百万円と前年同四半期比1,115百万円（7.8％）の増収となりました。 

損益面につきましては、不採算プロジェクト発生に伴う減益要因がありましたが、増収効果による売

上総利益の増加に加え、経費削減などにより販売費及び一般管理費が減少したことから、営業損失は

311百万円と前年同四半期比229百万円の増益、経常損失も247百万円と前年同四半期比228百万円の増益、

親会社株主に帰属する四半期純損失も181百万円と前年同四半期比148百万円の増益となりました。 

連結のセグメント別売上高は、次の通りです。 

① 金融関連部門 

三井住友フィナンシャルグループ向け取引の増加などによりシステム構築が増加したことを主

因として、売上高は5,983百万円と前年同四半期比772百万円（14.8％）の増収となりました。 

② 公共関連部門 

自治体及び大手ベンダー向けのシステム構築が増加したことを主因として、売上高は3,061百万

円と前年同四半期比118百万円（4.0％）の増収となりました。 

③ 産業関連部門 

システム機器販売が大規模案件受注により増加したことを主因として、売上高は6,407百万円と

前年同四半期比224百万円（3.6％）の増収となりました。 

当企業集団の事業につきましては、システムの納入が第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～

３月）に集中する傾向があり、売上高が第１四半期（４～６月）及び第３四半期（10～12月）において

減少し、第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～３月）に増加するパターンとなり、四半期毎・

半期毎の経営成績が変動いたします。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末比1,991百万円減少し

て19,434百万円に、純資産は前連結会計年度末比425百万円減少して14,831百万円となりました。この

結果、自己資本比率は前連結会計年度末比5.1％向上して76.3％となっております。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成28年１月25日付の「不採算プロジェクトに伴う営業損失の計上に関するお知らせ」において発表

いたしましたとおり、産業関連部門において発生した不採算プロジェクトに対する営業損失として102

百万円を原価計上しておりますが、金融関連部門及び公共関連部門が堅調に推移する見込みであること

から、平成27年５月13日付の「平成27年３月期決算短信」において発表いたしました平成28年３月期通

期の連結業績予想につきましては、現時点での変更はありません。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の

組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,426 4,035

受取手形及び売掛金 6,178 3,726

有価証券 2,300 2,300

商品 304 433

仕掛品 309 1,211

貯蔵品 12 9

その他 989 964

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 14,521 12,681

固定資産

有形固定資産 3,420 3,469

無形固定資産 561 456

投資その他の資産

投資有価証券 1,402 1,284

退職給付に係る資産 768 809

その他 787 767

貸倒引当金 △35 △34

投資その他の資産合計 2,922 2,827

固定資産合計 6,905 6,753

資産合計 21,426 19,434

負債の部

流動負債

買掛金 2,304 1,271

未払法人税等 148 21

賞与引当金 760 379

受注損失引当金 69 40

その他 1,309 1,283

流動負債合計 4,592 2,997

固定負債

役員退職慰労引当金 114 128

退職給付に係る負債 126 140

その他 1,335 1,335

固定負債合計 1,576 1,604

負債合計 6,168 4,602
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,054 2,054

資本剰余金 2,228 2,228

利益剰余金 10,140 9,823

自己株式 △0 △0

株主資本合計 14,423 14,107

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 426 336

退職給付に係る調整累計額 407 388

その他の包括利益累計額合計 834 724

純資産合計 15,257 14,831

負債純資産合計 21,426 19,434
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 14,336 15,452

売上原価 11,705 12,676

売上総利益 2,631 2,775

販売費及び一般管理費 3,172 3,087

営業損失（△） △540 △311

営業外収益

受取利息 4 5

受取配当金 26 31

不動産賃貸料 48 46

助成金収入 24 7

保険配当金 － 12

雑収入 8 8

営業外収益合計 112 111

営業外費用

支払利息 18 23

固定資産除売却損 4 0

不動産賃貸費用 23 22

雑損失 0 1

営業外費用合計 46 47

経常損失（△） △475 △247

税金等調整前四半期純損失（△） △475 △247

法人税等 △144 △65

四半期純損失（△） △330 △181

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △330 △181
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △330 △181

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 71 △89

退職給付に係る調整額 5 △19

その他の包括利益合計 76 △109

四半期包括利益 △253 △291

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △253 △291
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

(5) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 5,211 2,942 6,182 14,336 － 14,336 － 14,336

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

7 14 452 473 － 473 △473 －

計 5,218 2,956 6,634 14,810 － 14,810 △473 14,336

セグメント利益又は損失(△) 819 125 239 1,184 － 1,184 △1,724 △540

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△1,724百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用及びのれんの

償却額等であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 5,983 3,061 6,407 15,452 － 15,452 － 15,452

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

1 41 414 458 － 458 △458 －

計 5,985 3,103 6,821 15,910 － 15,910 △458 15,452

セグメント利益又は損失(△) 947 164 208 1,320 － 1,320 △1,632 △311

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△1,632百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用及びのれんの

償却額等であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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